
神奈川県　商工会地区

中小企業景況調査報告書

－令和７年10月～12月期　実　 績－
－令和８年１月～３月期 見通し－

神 奈 川 県 商 工 会 連 合 会



１．調査目的

　 ２．調査対象
(１)対象地区

　 (２)対象企業数 150企業

　 (３)回答企業数 150企業(回答率100.0％)

　 ３．調査対象期間

　 令和７年10月～12月期(調査時点 令和７年11月15日)

　 ４．調査方法

　 (１)商工会の経営指導員による訪問面接調査

　

５．対象地区別回答企業数内訳
製造業 建設業 小売業 サービス業 調査企業数

3 2 3 7 15

3 2 2 8 15

3 2 4 6 15

3 2 4 6 15

3 2 4 6 15

3 2 4 6 15

3 1 6 5 15

3 3 4 5 15

3 2 4 6 15

1 3 3 8 15

28 21 38 63 150

６．ＤＩとは

　

ＤＩ指数・・・50％－20％＝30％

となり、全体としての経営者の売上に対する強気の度合いを表している。

座間市商工会

愛甲商工会

南足柄市商工会

◇調 査 概 要

　商工会地区内の地域産業の状況、経済動向等について一定期間ごとに変化の実態や諸事情
を把握し、経営改善普及事業の効果的実施を図る。

10商工会地区
(葉山町・伊勢原市・大磯町・湯河原町・座間市・愛甲・南足柄市・
足柄上・城山・相模湖）

(２)調査対象地区の決定は、商工会地区市町村の人口規模別実態を勘案し、
　　調査対象企業の抽出は、業種、規模等有意選出法による。

商工会名

葉山町商工会

ＤＩがプラス(＋)なら・・・・・強気(楽観)

ＤＩがマイナス(－)なら・・・・弱気(悲観)
(例)売上高で増加企業50％、不変企業30％、減少企業20％の場合のＤＩ指数

足柄上商工会

城山商工会

相模湖商工会

合　　　　　　計

　本報告書の中で一部数字に用いた「ＤＩ」指数とは、ディフュージョンインデックス(景気動向指
数)の略で、企業経営者の景気見通しを表す指標として利用されている。

　増加(上昇、好転、長期化)と減少(低下、悪化、短期化)の企業割合の差を示す。

中 小 企 業 景 況 調 査（令和７年10月～12月期）

伊勢原市商工会

大磯町商工会

湯河原町商工会
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◇業種別(中分類)企業構成

⑴製造業 ⑵建設業

企業数 構成比 企業数 構成比

3 10.7% 8 38.1%

0 0.0% 11 52.4%

0 0.0% 2 9.5%

1 3.6% 21 100.0%

1 3.6%

3 10.7% ⑶小売業

2 7.1% 企業数 構成比

1 3.6% 1 2.6%

1 3.6% 5 13.2%

1 3.6% 19 50.0%

1 3.6% 4 10.5%

6 21.4% 0 0.0%

1 3.6% 9 23.7%

1 3.6% 38 100.0%

2 7.1%

1 3.6%

3 10.7% 企業数 構成比

28 100.0% 22 34.9%

1 1.6%

1 1.6%

6 9.5%

21 33.3%

12 19.0%

63 100.0%

自動車整備業

洗濯・理美容業

その他のサービス業

合　　　計

合　　　計 一般飲食店（一般・遊興）

宿泊業

運送業

輸送用機械器具製造業

精密機械器具製造業 ⑷サービス業

その他製造業 業種内訳

金属製品製造業 家具・建具・じゅう器小売業

一般機械器具製造業 その他小売業

電気機械器具製造業 合　　　計

プラスチック製品製造業 飲食料品小売業

窯業・土石製品製造業 自動車・自転車小売業

印刷・同関連業 各種商品小売業

化学工業 織物・衣服・身の回り品小売業

合　　　計

木材・木製品製造業

家具・装備品製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業 業種内訳

飲料・飼料・たばこ製造業 職別工事業

繊維工業 設備工事業

業種内訳 業種内訳

食料品製造業 総合工事業

衣服・その他繊維製品製造業
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◇産業全体の景況概要

28 企業 21 企業 38 企業 63 企業
ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ

R７/１-３ △ 3.3 8.1 △ 18.2 10.8 △ 0.7

R７/４-６ △ 4.3 10.2 △ 19.8 17.2 0.8

R７/７-９ 3.2 6.6 △ 25.5 5.8 △ 2.5

R７/10-12 △ 16.5 △ 5.2 △ 31.1 0.6 △ 13.1

R８/１-３
(見通し) △ 3.3 △ 5.3 △ 13.8 4.3 △ 4.5

業種別景況天気図

製　造　業 サービス業

 ◇…全業種において後退傾向が加速する小規模企業景況…◇
 
   　　神奈川県における各産業別の前年同期と比べた業況ＤＩの推移は、【産業別  過去３年間の業況DI（前年同期比）
　　の推移】に示すとおりである。
       【業種別景況天気図】をみると、令和７年10-12月期は全業種悪化しており、特に製造業の大幅な悪化が目立つ
　　結果となった。
       業況判断DＩは、製造業は前期に比べマイナス20 ptに迫る大幅な悪化となり、建設業はマイナス11pt超、サービス
　　業はマイナス5.2pt、小売業はマイナス5.6ptと5 pt以上の悪化となるなど、全業種とも景況感の冷え込みが顕著で
    ある。
　　　 全業種平均では、前期マイナス2.5ptからマイナス13.1ptと大幅な悪化となり、前々期に続き悪化が続いている。
   　  今期の景況においては、物価高騰、光熱費の値上がりや人手不足に加え、最低賃金の引上げが出始めており、
    さらなる下押し圧力となっている。業種を問わず、今後の業況悪化を懸念する声が多く聞かれた。

産業別  過去３年間の業況DI（前年同期比）の推移
（令和５年４-６月期～令和７年10-12月期）

建　設　業 小　売　業

ＤＩ：　30.1～・・・・・・・・
ＤＩ：　10.1～30.0・・・・・
ＤＩ：　10.0～△10.0・・・
ＤＩ：　△10.1～△30.0・

ＤＩ：　△30.1～・・・・・・

全業種
平均

-40

-30

-20

-10

0

10

20

R５

４-６ ７-９ 10-12

R６

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

製造
建設
小売
ｻｰﾋﾞｽ
全業種平均

見通し
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ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図

R７/１-３ △ 3.7 △ 14.8 △ 11.1 △ 3.3

R７/４-６ 14.3 0.0 △ 3.6 △ 4.3

R７/７-９ 32.1 10.7 3.8 3.2

R７/10-12 △ 10.7 △ 25.0 3.6 △ 16.5

R８/１-３
(見通し) △ 3.7 △ 14.8 3.8 △ 3.3

ＤＩ：　10.1～30.0・・・・・

ＤＩ：　10.0～△10.0・・・

ＤＩ：　△10.1～△30.0・

ＤＩ：　△30.1～・・・・・・

ＤＩ：　30.1～・・・・・・・・

主要景況項目の推移－前年同期比－

主要項目の天気図

売　上　額 採　　　算 資金繰り 業　　　況

◇業種別景況概況

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R５

10-12

R６

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

売上額

原材料仕入単価

採算

資金繰り

見通し

Ⅰ製造業
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②採算の状況－前年同期比－

③資金繰りの状況－前年同期比－

① 売上額の状況－前年同期比－

51.9 
33.3 

25.0 
14.3 

28.6 

37.0

37.1
35.7

39.3

53.5

11.1
29.6

39.3 46.4

17.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

増加

不変

減少

40.7 37.0
25.0 25.0

39.3

51.9

40.8
50.0

39.3

46.4

7.4
22.2 25.0

35.7

14.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化

22.2 22.2 
14.3 15.4 10.7 

74.1 66.7 75.0 65.4 75.0 

3.7 11.1 10.7 
19.2 14.3 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化
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⑤経営上の問題点 企業が選んだ経営上の問題点は示すとおり。
経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

④設備投資の状況

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

実績

計画

見通し

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

原材料価格の上昇

製品ニーズの変化

需要の停滞

人件費の増加

生産設備の不足・老朽化

原材料費・人件費以外の経費の増加

原材料の不足

製品（加工）単価の低下、上昇難

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

大企業の進出による競争の激化

取引条件の悪化

その他

事業資金の借入難

新規参入業者の増加

生産設備の過剰

金利負担の増加

1位回答率

1～3位回答率
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ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図

R７/１-３ 26.1 0.0 8.7 8.1

R７/４-６ 9.5 △ 14.3 △ 14.2 10.2

R７/７-９ 19.1 0.0 0.0 6.6

R７/10-12 4.7 △ 4.7 4.7 △ 5.2

R８/１-３
(見通し)

0.0 △ 4.8 4.8 △ 5.3

ＤＩ：　10.1～30.0・・・・・

ＤＩ：　10.0～△10.0・・・

ＤＩ：　△10.1～△30.0・

ＤＩ：　△30.1～・・・・・・

ＤＩ：　30.1～・・・・・・・・

完成工事額 採　　　算 資金繰り 業　　　況

主要景況項目の推移－前年同期比－

主要項目の天気図

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R５

10-12

R６

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

完成工事額

材料仕入単価

採算

資金繰り

見通し

Ⅱ建設業
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②採算の状況－前年同期比－

③ 資金繰りの状況－前年同期比－

①完成工事額の状況－前年同期比－

13.0 8.7
23.8

9.5 14.3

47.9 56.5
42.9

61.9
66.7

39.1 34.8 33.3 28.6
19.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

増加

不変

減少

8.7
21.7 28.6 23.8 19.0

65.2
56.6

57.1
52.4 66.7

26.1 21.7 14.3
23.8

14.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化

0.0
8.7

19.0 14.3
4.8

73.9
73.9

76.2
71.4 85.7

26.1
17.4

4.8
14.3 9.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化
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④設備投資の状況

⑤経営上の問題点 企業が選んだ経営上の問題点は示すとおり。
　 経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

実績

計画

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

材料価格の上昇

材料の入手難

材料費・人件費以外の経費の増加

請負単価の低下、上昇難

下請業者の確保難

取引条件の悪化

官公需要の停滞

民間需要の停滞

従業員の確保難

熟練技術者の確保難

大企業の進出による競争の激化

人件費の増加

下請単価の上昇

事業資金の借入難

新規参入業者の増加

金利負担の増加

その他

1位回答率

1～3位回答率

見通し
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ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図

R７/１-３ △ 27.8 △ 38.9 △ 25.0 △ 18.2

R７/４-６ △ 5.3 △ 23.7 △ 26.3 △ 19.8

R７/７-９ △ 39.5 △ 39.5 △ 27.0 △ 25.5

R７/10-12 △ 29.0 △ 45.9 △ 39.5 △ 31.1

R８/１-３
(見通し)

△ 18.9 △ 35.1 △ 15.8 △ 13.8

ＤＩ：　10.1～30.0・・・・・

ＤＩ：　10.0～△10.0・・・

ＤＩ：　△10.1～△30.0・

ＤＩ：　△30.1～・・・・・・

ＤＩ：　30.1～・・・・・・・・

主要景況項目の推移－前年同期比－

主要項目の天気図

売上額 採　　　算 資金繰り 業　　　況

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R５

10-12

R６

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

売上額

商品仕入単価

採算

資金繰り

見通し

Ⅲ小売業
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②採算の状況－前年同期比－

③資金繰りの状況－前年同期比－

①売上額の状況－前年同期比－

36.1
47.2

34.2
47.4

39.5

52.8 33.4

36.9

44.7
50.0

11.1
19.4

28.9

7.9 10.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

増加

不変

減少

30.6

50.0
39.5 42.1 48.6

63.8
38.9

44.7
55.3 48.7

5.6 11.1 15.8
2.6 2.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化

19.4 25.0
34.2 27.0

39.5

72.3
75.0 57.9 73.0

60.5

8.3
0.0

7.9
0.0 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

好転

不変

悪化
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④設備投資の状況

⑤経営上の問題点 企業が選んだ経営上の問題点は示すとおり。
経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R６

10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３

実績

計画

見通し

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

仕入単価の上昇

需要の停滞

消費者ニーズの変化

販売単価の低下、上昇難

大型店・中型店の進出による競争の激化

購買力の他地域への流出

同業者の進出

人件費以外の経費の増加

店舗の狭隘・老朽化

従業員の確保難

駐車場の確保難

人件費の増加

事業資金の借入難

金利負担の増加

代金回収の悪化

その他

商品在庫の過剰

1位回答率

1～3位回答率
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Ⅳサービス業

ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図 ＤＩ 天気図

R７/１-３ 4.7 △ 20.4 △ 12.5 10.8

R７/４-６ 7.9 △ 12.7 △ 10.0 17.2

R７/７-９ △ 1.6 △ 24.2 △ 10.3 5.8

R７/10-12 △ 7.9 △ 6.4 △ 3.4 0.6

R８/１-３
(見通し)

1.5 △ 11.1 △ 1.7 4.3

主要項目の天気図

売上額 採　　　算 資金繰り 業　　　況

主要景況項目の推移－前年同期比－

ＤＩ：　10.1～30.0・・・・・

ＤＩ：　10.0～△10.0・・・

ＤＩ：　△10.1～△30.0・

ＤＩ：　△30.1～・・・・・・

ＤＩ：　30.1～・・・・・・・・

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R５

10-12

R６

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R７

１-３ ４-６ ７-９ 10-12

R８

１-３
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②採算の状況－前年同期比－

③資金繰りの状況－前年同期比－

①売上額の状況－前年同期比－
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④設備投資の状況

⑤経営上の問題点 企業が選んだ経営上の問題点は示すとおり。
　 経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）
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人件費以外の経費の増加

従業員の確保難

人件費の増加

新規参入業者の増加
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その他
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大企業の進出による競争の激化
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1～3位回答率

見通し
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製造業
◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

建設業
◇

◇

◇

小売業
◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

景況判断の背景

個人消費が落ち込んでいるが、職人の数も減っているため、同業他社からの受注が多くなってきている。
今年は、その受け入れ態勢を整えた。

 【その他の製造業】

原材料価格、その他の価格上昇を商品価格に転嫁しづらい。価格で客ばなれの心配もある。

 【食料品製造業】

今年は夏日が多く一気に冷え込み例年に比べて業況は良い。また飲食提供の冷温季節商品や直売所販
売も上手く繋がり回せている。ＳＮＳ動画閲覧の来客が非常に多く余裕は無いがしっかりと機を捉えて対
応して行きたい。

 【食料品製造業】

変わらず続く賃上げと原材料高による経営圧迫は進むが、政権が変わったので、生活関連だけでなく国
内外の製造需要や原材料価格低下に上手くつながれば良い。

 【電子部品･デバイス･電子回路製造業】

 【金属製品製造業】

原材料の価格上昇と売上単価がみあっていない。自社の課題として同じ業種の板金屋さんから仕事をも
らっているため製品の金額が安い。直接受注しないといけない。

 【総合工事業】

仕入単価が上がり続けています。販売価格も上げてはいますが、利益は減っています。

 【機械器具小売業】

仕入の高騰に伴い販売価格を上げてはいるが、売上が減少してしまっている。

 【その他の小売業】

エンドユーザーのコストダウン要求のしわよせがきており、厳しい状況である。

 【パルプ・紙・紙加工品製造業】

借りたお金がなかなか返せない。

 【窯業・土石製品製造業】

材料単価の上昇に伴い受注単価を上げると受注できないことが増えており、売上に繋がっていない。

 【職別工事業(設備工事業を除く)】

物価の高騰は資材のみならず、経費全般に大きく影響している。また請負価格を簡単に上げるわけにも
いかず厳しい状況が続いている。個人受注を増やしていきたい。

 【総合工事業】

物価高騰により消費が停滞し受注件数が減っている。ここのところ少し上向いてきたが、まだまだである。
工事単価の上昇に助けられている感じ。

お客様の高齢化による免許返納と若い世代の自動車購入とのバランスが取れていない。販売単価は上
がるが、景気悪化で購入意欲低下がみられる。

 【飲食料品小売業】

 【機械器具小売業】

人件費、物価の高騰により自社の業況は悪化しています。

 【その他の小売業】

売上に対する仕入単価の上昇と最低賃金の上昇に、経営努力不足を感じている。

 【飲食料品小売業】

仕入上昇が価格に転嫁しきれていない。

 【その他の小売業】

営業時間を短縮したので売上も少なくなっている。週休２日にして、３年目、少しずつ影響が出てきている
感じ。

１月～３月はペースを落として営業していたため、比較すると来期は良くなってしまうが、基本は地域に愛
され、自分たちも生活の一部となるような、収支トントンで営業していくように考えて運営している。

 【飲食料品小売業】
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◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

物価高騰の中、仕入れの見直しを行ない値上げをしていないため、他店より安価となり来客数が増加。そ
のため自社の業況は前年より好転しているが、身を切る営業に変わりはない。

 【飲食店】

現時点で黒字をキープできているがジワジワと採算が取れなくなっている。値上げか売上上昇の対策をと
らなければいけない。

 【飲食店】

経営的には現状のままで良いのですが、店主の老齢化が問題です。

 【洗濯・理容・美容・浴場業】

光熱費が高く、物価も上がりで経費がかかりすぎる。

 【飲食店】

 【飲食店】

材料費の上昇がかなりこたえている。

仕入値は上がっていくが、簡単に販売価格を上げる事が出来ないため、悩みどころではある。

物価上昇で購入意欲が低下していると感じる。

 【織物・衣服・身の回り品小売業】

ネットで買う人が増えている。高い商品の在庫補充がない。高齢化により来店客数が減少。

 【その他の小売業】

ＳＮＳでお店を紹介していただいたおかげで一時的にはお客様は増えています。これが落ち着いたときに
売り上げをキープできるようにしたいです。

 【飲食店】

材料の仕入れ価格の高騰が利益を圧迫しています。

 【飲食店】

年末年始をどうのり切れるか、とにかく対策を立てて頑張るしかないと思っております。

 【飲食店】

引き合いが多く、現在は同業他社に振ってしまっている。今後、従業員を入れ、自社で受注する方向で検
討中。

 【道路旅客運送業】

５月に店舗を移転し、家賃が大きく減ったことから収支は改善。駅前から郊外への移転だったため若干客
数が減っているが、赤字経営の改善を図ることができた。

 【洗濯・理容・美容・浴場業】

新事業の総合型キッズスポーツスクールが一年経過し、認知と集客が進みようやく軌道に乗ってきたが、
依然として経営の課題はスタッフ確保にある。

 【その他の教育，学習支援業】

消費者の財布の紐が固くなり、各人の来院頻度が少なくなっていることが大きく影響している。

 【その他の生活関連サービス業】

サービス業

 【その他の小売業】

例年通り、メーカーの縦割り組織の弊害に、翻弄されています。

 【機械器具小売業】

顧客は高齢者が中心であるため、物価の上昇が需要の停滞を招いている。客単価は上がっているものの
商品の購入点数は少なくなっており、今後の課題と捉えている。

 【飲食料品小売業】

秋祭りや運動会等のイベント需要があり天気も比較的悪くなかったため、納めの数字も例年通りだった
が、大手ドラックストアの建設が少しずつ進んでおり事業縮小の時期が見えてきている。

 【飲食料品小売業】

社会保険の金額が上がり利益を圧迫している。

 【各種商品小売業】
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